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近
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史
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本
書
は
、
長
ら
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
研
究
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
著
老
が
、

そ
の
二
〇
年
来
の
成
果
を
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
わ
が
国
に

お
け
る
専
門
的
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
研
究
の
創
始
者
の
一
人
で
あ
り
、
本
書
の

意
義
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
そ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
性
格
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

初
期
近
代
か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
に
関
す
る
専
門

的
な
研
究
書
が
こ
れ
ま
で
一
冊
も
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
我
が
国
の

現
状
を
考
え
れ
ば
、
本
書
の
刊
行
は
ひ
と
つ
の
画
期
を
な
す
も
の
で
あ
る
と

い
え
る
。
し
か
し
、
著
者
の
意
図
は
単
な
る
空
白
の
穴
埋
め
の
域
を
は
る
か

に
越
え
て
い
る
。

　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
」
が
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
」
と
等
号
で
結
ば
れ
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
既
に
久
し
い
し
、
近
年
の
ヨ
ー
ロ
ヅ

パ
の
激
変
は
そ
の
こ
と
を
我
々
に
ま
す
ま
す
強
く
実
感
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
し

か
し
、
実
際
に
東
・
南
・
北
欧
圏
の
研
究
成
果
ま
で
十
分
に
咀
噛
し
て
視
野

に
収
め
た
う
え
で
有
機
的
に
構
成
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
叙
述
は
、
少
な
く

と
も
我
が
国
で
は
い
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
企
て

が
一
人
の
人
間
の
力
で
成
し
遂
げ
ら
れ
う
る
も
の
か
否
か
、
専
門
分
化
し
た

情
報
の
洪
水
の
中
に
生
き
る
今
日
の
西
洋
史
家
は
懐
疑
的
に
な
ら
ざ
る
を
え

な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
せ
め
て
個
別
の
問
懸
に
つ
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

内
部
の
壁
を
ひ
と
つ
で
も
越
え
た
議
論
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
i

『
近
代
ヨ
：
ロ
ッ
パ
と
東
欧
i
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
国
際
関
係
史
的
研
究

t
』
と
い
う
本
書
の
タ
イ
ト
ル
は
、
こ
う
し
た
要
求
に
応
え
て
く
れ
そ
う

な
期
待
を
抱
か
せ
る
。

　
実
際
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
本
書
は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
」
を
挺
子
に
し

て
従
来
の
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
像
を
大
胆
に
組
替
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
随

所
に
き
わ
め
て
挑
発
的
な
主
張
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
点
が
、
著
者

独
特
の
個
性
的
な
文
体
と
も
相
ま
っ
て
、
本
書
を
は
な
は
だ
ユ
ニ
ー
ク
な
も

の
に
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
本
書
の
抱
え
る
問
題
点
も
ま
た
そ
こ
に
由
来

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
、
本
書
の
内
容
を
著
者
の
論
理
に
即
し

て
整
理
し
た
う
え
で
、
評
者
の
感
じ
た
点
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
た
い
。

二

　
本
書
の
基
本
的
立
場
は
、
冒
頭
に
置
か
れ
た
「
ま
え
が
き
」
に
既
に
明
ら

か
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
我
が
国
の
「
戦
後
史
学
」
の
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
史
は
「
冷
戦
下
の
東
西
二
極
構
造
を
担
う
「
勝
者
」
に
よ
る
正
史
」
で
あ

り
、
真
の
「
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
本
質
的
理
解
を
阻
害
し
続
け
て
き
た
の

は
「
西
欧
的
「
近
代
史
学
」
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
的
「
人
民
史
学
」
の
絶
対
的
優

位
性
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
著
者
は
、
こ
う
し
た
「
戦
後
史
学
」
か
ら
の
脱
却

136　（426）



評書

を
求
め
て
、
本
質
的
に
「
国
際
関
係
史
的
概
念
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
啓
蒙
」

を
主
題
と
し
て
「
「
敗
者
」
と
し
て
の
歴
史
的
「
東
欧
」
か
ら
の
論
理
で
「
近

代
ヨ
ー
冒
ッ
パ
」
を
よ
り
徹
底
的
に
読
み
直
そ
う
」
と
す
る
。

　
こ
の
「
読
み
直
し
」
の
具
体
的
な
成
果
が
、
序
章
と
そ
れ
に
続
く
三
部
九

章
か
ら
構
成
さ
れ
る
本
論
で
あ
る
。
序
章
は
問
題
提
起
と
研
究
史
の
整
理
か

ら
成
る
が
、
こ
こ
で
の
問
題
設
定
の
特
徴
は
、
「
啓
蒙
」
概
念
を
問
題
領
域
・

時
代
・
空
間
の
三
次
元
に
わ
た
っ
て
著
し
く
拡
大
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
ま

ず
、
著
者
は
「
啓
蒙
」
概
念
の
原
点
と
し
て
カ
ン
ト
の
『
啓
蒙
と
は
何
か
』

か
ら
「
自
分
自
身
の
悟
性
を
使
用
す
る
勇
気
を
も
て
！
」
を
挙
げ
、
そ
こ
に

「
思
想
」
に
限
定
さ
れ
な
い
「
啓
蒙
」
の
対
象
領
域
の
広
が
り
と
「
世
界
的

普
遍
性
な
い
し
は
国
際
的
無
国
籍
性
」
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
。
従
っ
て
、

「
啓
蒙
」
研
究
に
お
い
て
は
狭
義
の
「
思
想
」
の
み
な
ら
ず
、
政
治
的
改
革

・
社
会
運
動
等
を
も
誉
め
て
「
一
切
の
個
人
、
栓
会
集
団
、
国
家
、
そ
れ
に

民
族
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
総
体
的
把
握
が
終
対
条
件
」
と
な
る
。
ま
た
、
「
啓
蒙
」

の
可
及
的
上
限
を
　
六
世
紀
に
、
下
限
を
一
九
世
紀
中
葉
に
設
定
し
、
空
間

的
に
も
「
大
西
洋
か
ら
ウ
ラ
ル
山
脈
ま
で
」
を
視
野
に
入
れ
よ
う
と
す
る
。

こ
の
広
大
且
つ
多
次
元
に
わ
た
る
「
啓
蒙
」
現
象
の
中
で
特
に
「
ポ
ー
ラ
ン

ド
啓
蒙
」
に
着
目
す
る
理
由
と
し
て
は
、
①
複
合
多
民
族
・
多
宗
教
国
家
の

多
元
的
体
質
に
由
来
す
る
先
駆
性
と
西
欧
へ
の
影
響
、
②
一
八
世
紀
後
半
に

お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
文
化
の
確
立
と
ド
イ
ツ
文
化
圏
構
成
員
と
の
民
族

的
確
執
・
対
決
の
も
と
で
の
「
啓
蒙
改
革
」
の
強
行
と
分
割
に
よ
る
挫
折
、

③
伝
統
的
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
が
抹
殺
し
て
き
た
分
割
後
の
再
生
【
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
啓
蒙
し
の
役
割
の
再
評
価
、
と
い
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

三
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
続
く
本
論
を
講
成
す
る
三
つ
の
部
分
に
対
応
し
て
い
る
。

　
第
－
部
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
源
流
と
初
期
西
欧
啓
蒙
」
は
、
中
世
ま
で

遡
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
歴
史
的
源
流
を
探
り
、
そ
の
遺
産
が
ポ
ー
ラ
ン

ド
内
外
に
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
か
を
辿
っ
て
い
る
。
第
二
章
「
ポ
ー
ラ

ン
ド
｝
六
世
紀
的
墨
髭
机
」
は
、
啓
蒙
思
相
心
家
ス
タ
ー
シ
ツ
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド

は
、
よ
う
や
く
一
五
旗
紀
に
位
置
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
」
と
い
う
警
世
的

発
言
を
手
が
か
り
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
が
一
四
世
紀
の
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
大

王
統
治
時
代
と
一
六
世
紀
の
ル
ネ
サ
ン
ス
・
宗
教
改
革
期
を
自
ら
の
祖
型
と

し
、
間
に
挾
ま
れ
た
一
五
世
紀
と
　
七
世
紀
を
克
服
さ
れ
る
べ
き
後
退
期
と

し
て
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
。
一
四
・
一
六
世
紀
の
共

通
性
と
し
て
は
、
対
外
的
安
定
、
強
力
な
王
権
に
よ
る
農
民
・
都
市
民
の
保

護
と
シ
ュ
ラ
フ
タ
勢
力
の
抑
制
、
複
合
多
民
族
国
家
内
で
の
外
来
・
都
市
的

要
素
の
尊
重
、
社
会
・
経
済
的
発
展
、
宗
教
的
寛
容
、
文
化
的
高
揚
等
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
質
を
著
者
は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝

統
」
と
呼
ぶ
。
一
五
・
一
七
世
紀
は
こ
の
特
質
の
裏
返
し
で
、
土
着
カ
ト
リ

ッ
ク
的
シ
ュ
ラ
フ
タ
勢
力
が
支
配
的
な
停
滞
と
不
毛
の
時
代
と
み
な
さ
れ
る
。

第
二
章
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
（
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
世
）
と
初
期
ポ
ー
ラ
ン
ド

啓
蒙
」
は
、
著
者
が
コ
六
世
紀
的
伝
統
の
直
系
的
継
承
勢
力
」
と
み
な
す

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
」
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
内
外
に
お
け
る
活
動
を
追
跡
す
る
。

一
六
世
紀
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
教
会
か
ら
分
か
れ
出
た
反
三
位

一
体
派
は
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
・
ソ
ヅ
ツ
ィ
ー
二
の
も
と
で
教
団
と
し
て
確
立
し
、

拠
点
ラ
ク
フ
の
学
院
と
出
版
駈
は
國
際
的
名
声
を
博
す
る
。
し
か
し
、
｝
七

世
紀
に
反
宗
教
改
革
が
進
む
中
で
弾
圧
を
受
け
、
西
欧
に
離
散
し
て
い
く
過

程
で
ピ
エ
ー
ル
・
ベ
ー
ル
や
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
等
の
形
成
期
の
啓
蒙
思
想
家

と
接
触
を
持
っ
た
。
特
に
ロ
ッ
ク
に
関
し
て
は
「
準
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
」

と
み
な
し
う
る
と
著
者
は
指
摘
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
第
－
部
に
お
い
て

著
者
は
一
六
世
紀
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
祖
型
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
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と
、
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
を
媒
介
と
し
て
形
成
期
西
欧
啓
蒙
と
ポ
ー

ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
が
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
主
張
し
よ

う
と
し
た
。

　
第
H
部
「
「
啓
蒙
の
世
紀
」
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
」
は
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
内
で
継
承
さ
れ
た
一
六
世
紀
的
伝
統
と
、
離
散
し
た
ポ
；
ラ
ン
ド

兄
弟
団
を
通
じ
て
西
欧
の
啓
蒙
思
想
家
に
継
承
さ
れ
た
そ
れ
と
が
一
八
撚
紀

に
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
手
に
よ
っ
て
再
び
接
合
さ
れ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
へ
と

発
展
し
て
い
く
過
程
を
描
く
。
第
三
章
「
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
と
亡
命
国
王
レ
シ

チ
ン
ス
キ
」
は
、
一
八
世
紀
前
半
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
位
継
承
に
失
敗
し
て
フ

ラ
ン
ス
に
逃
れ
た
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
・
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
を
、
こ
の
内
外
二
大
源

流
の
合
流
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
著
者
は
、
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
家
の
家
系
的

伝
統
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
を
辿
る
こ
と
に
よ
リ
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
が
一
六
世

紀
的
伝
統
の
内
な
る
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
一
方
、
亡
命
先
の
フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
啓
蒙
思
想
家
と
の
交
流
関
係
に
着
渇
す
る
。
特
に
重
視
さ

れ
て
い
る
の
は
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
と
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
で
あ
り
、
両
者
は
共
に

レ
シ
チ
ン
ス
キ
と
密
接
な
協
力
関
係
を
保
ち
、
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
ソ
ッ
ツ

ィ
ー
二
派
と
の
接
触
を
通
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
の
継
承
者
と

な
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
箸
麿
は
書
簡
等
の
断
片
的
記
述
を
検
討
し
、
ヴ
ォ

ル
テ
ー
ル
の
『
哲
学
書
簡
』
は
「
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
父
親
宛
書
簡
集
」
で
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
『
法
の
精
神
』
は
レ
シ
チ

ン
ス
キ
と
の
双
務
契
約
に
基
づ
く
「
帝
王
学
教
科
轡
」
的
「
フ
ラ
ン
ス
統
治

論
」
と
し
て
構
想
さ
れ
た
、
と
い
う
驚
く
べ
き
結
論
（
仮
説
P
）
に
達
し
て

い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
て
レ
シ
チ
ン
ス
キ
に
よ
り
接
合
さ
れ
た
内

外
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
は
、
第
四
章
「
コ
ナ
ル
ス
キ
に
み
る
先

駆
的
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
家
像
」
の
主
人
公
ス
滝
野
ス
ワ
フ
．
コ
ナ
ル
ス

キ
を
結
節
点
と
し
て
、
フ
ー
ゴ
・
コ
ウ
ォ
ソ
タ
イ
に
よ
り
継
承
・
発
展
さ
れ
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
最
盛
期
を
築
く
こ
と
に
な
る
。
コ
ナ
ル
ス
キ
に
関
し
て

は
、
後
の
国
民
教
育
委
員
会
の
創
設
に
つ
な
が
る
教
育
改
革
を
中
心
と
す
る

そ
の
社
会
的
実
践
が
、
「
ザ
ク
セ
ン
時
代
の
暗
黒
」
の
中
で
文
化
的
主
導
権

を
握
る
ド
イ
ツ
系
都
帯
民
事
に
対
す
る
土
着
的
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
要
素
の
園
［
民

的
覚
醒
と
直
結
し
て
い
た
こ
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク

聖
職
者
が
積
極
的
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
五

章
「
「
一
七
九
一
年
五
月
三
日
憲
法
偏
と
コ
ウ
ォ
ン
タ
イ
の
役
割
偏
は
、
「
ポ

ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
一
大
成
果
」
で
あ
る
「
五
月
三
日
憲
法
」
の
成
立
過
程
と

内
容
を
紹
介
し
、
コ
ゥ
ォ
ソ
タ
イ
の
憲
法
草
案
と
の
比
較
検
討
を
通
じ
て
こ

の
人
物
が
果
た
し
た
指
導
的
役
割
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し

著
者
は
そ
れ
だ
け
で
は
満
足
さ
れ
ず
、
舞
台
を
大
き
く
広
げ
て
「
大
西
洋
革

命
論
」
の
再
検
討
を
試
み
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
↓
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
憲
法
↓
ポ
ー
ラ
ン
ド
五
月
三
日
憲
法
↓
一
七
九
一
年
フ
ラ
ン
ス
憲
法
と

い
う
系
譜
関
係
を
響
き
出
す
。
こ
こ
で
も
媒
介
者
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
る
の
は
反
三
位
～
体
派
（
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
」
1
ー
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
派
・

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
）
で
あ
る
。
第
六
章
「
コ
シ
チ
ュ
ー
シ
コ
蜂
起
敗
北
と
ユ

ダ
ヤ
人
偏
は
、
第
二
次
分
割
後
の
分
割
三
列
強
に
対
す
る
コ
シ
チ
ュ
ー
シ
コ

蜂
起
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
到
達
点
と
み
な
し
、
と
り
わ
け
蜂
起
の
過
程
で

ユ
ダ
ヤ
人
の
果
た
し
た
役
割
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
栄
光
と
限
界
性
が
集
約

さ
れ
て
い
る
と
論
ず
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
シ
ュ
ラ
フ
タ
主
導
型
の
啓

蒙
革
命
は
複
合
多
民
族
性
を
踏
ま
え
た
国
家
統
合
を
実
現
し
得
ず
、
と
り
わ

け
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
歴
史
的
存
在
性
」
が
「
致
命
的
ア
キ
レ
ス
腱
」
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
蜂
超
敗
北
と
第
三
次
分
割
に
よ
る
挫
折
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
（
と

り
わ
け
ユ
ダ
ヤ
人
内
部
の
啓
蒙
運
動
で
あ
る
「
ハ
ス
カ
ラ
ー
」
）
及
び
そ
れ
と
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評

密
接
に
結
び
付
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
国
際
化
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
問

題
の
検
討
が
、
続
く
第
三
部
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ウ
ィ
ー
ン
両
体
制
下
の
啓
蒙

ポ
ー
ラ
ン
ド
ー
ハ
世
紀
的
伝
統
し
の
主
た
る
課
題
と
な
る
。

　
第
七
章
「
コ
シ
チ
ュ
…
シ
コ
に
お
け
る
反
ナ
ポ
ン
オ
ン
的
行
動
原
理
』
は
、

蜂
起
失
敗
後
一
時
合
衆
国
に
逃
れ
た
後
フ
ラ
ン
ス
に
赴
い
た
コ
シ
チ
ュ
ー
シ

コ
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
提
携
を
周
囲
か
ら
期
待
さ
れ
な
が
ら
も
、
局
外
中

立
の
立
場
を
堅
持
し
た
理
由
を
探
る
。
著
者
は
、
反
ナ
ポ
レ
オ
ン
的
行
動
を

コ
シ
チ
ュ
ー
シ
コ
の
反
専
制
主
義
・
愛
国
主
義
的
斎
主
主
義
の
帰
結
と
し
て

説
明
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
通
説
的
見
解
を
批
判
し
、
コ
シ
チ
ュ
ー
シ
コ
の
行

動
原
理
は
そ
の
「
親
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
家
的
立
場
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
家
系
に

継
承
さ
れ
て
い
た
リ
ト
ア
ニ
ア
主
導
型
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
っ
た
」
こ
と
を
主
張
す
る
。
同
時
に
、
コ
シ
チ
ュ
ー
シ
コ
が
積
極
的
に

関
与
し
な
か
っ
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
建
国
を
、
「
王
国
領
基
盤
の
ポ
ー
ラ
ン

ド
軍
団
将
兵
や
国
内
進
歩
諸
勢
力
の
主
体
的
参
加
に
よ
る
成
果
」
と
し
て
再

評
価
し
て
い
る
。
第
八
章
「
ス
タ
ー
シ
ツ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
初
期
汎
ス
ラ
ヴ
主

義
」
は
、
こ
の
都
市
民
出
身
の
啓
蒙
思
想
家
の
自
伝
、
日
記
、
政
治
的
著
作

を
検
討
し
、
晩
年
の
ス
タ
ー
シ
ツ
が
ス
ラ
ヴ
民
族
統
合
理
念
の
形
成
に
お
け

る
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
画
の
役
割
を
力
説
し
、
汎
ス
ラ
ヴ
主
義
の
先
駆
的
提
唱
者

と
な
っ
た
こ
と
を
論
証
す
る
。
著
者
は
、
従
来
ロ
シ
ア
や
チ
ェ
コ
系
譜
の
も

の
に
比
べ
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
譜
の
汎
ス
ラ
ヴ
主
義
が
軽
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
に

異
議
を
唱
え
、
そ
の
再
評
価
を
促
し
て
い
る
。
最
終
章
で
あ
る
第
九
章
「
「
諸

民
族
の
春
」
と
再
生
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
ー
ウ
ィ
ー
ン
体
制
期
ハ
ス
カ
ラ
ー

と
関
連
づ
け
て
一
」
は
、
一
九
世
紀
前
半
の
諸
罠
族
の
革
命
運
動
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
地
に
分
散
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
及
び
ポ
…
ラ
ン
ド
系
ユ
ダ
ヤ
人
の

活
動
と
密
接
な
関
連
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。

一
八
三
〇
年
の
一
一
月
蜂
起
の
挫
折
後
の
「
大
亡
命
」
は
、
「
啓
蒙
ポ
ー
ラ
ソ

ド
ー
ハ
世
紀
的
伝
統
」
の
直
系
的
継
承
勢
力
を
「
啓
蒙
革
命
戦
士
」
と
し
て

西
欧
諸
国
に
送
り
出
し
、
や
が
て
彼
ら
が
「
諸
国
民
の
春
」
を
準
備
し
た
。

そ
の
際
に
革
命
運
動
の
ひ
と
つ
の
原
型
と
み
な
さ
れ
る
の
が
　
八
四
六
年
二
．

月
の
ク
ラ
ク
フ
蜂
起
で
あ
る
。
著
者
は
そ
こ
で
示
さ
れ
た
「
立
憲
体
制
確
立
、

民
族
解
放
と
国
家
再
建
、
ユ
ダ
ヤ
人
完
全
解
放
、
革
命
的
社
会
政
策
の
推
進
」

と
い
う
蜂
起
側
の
主
張
を
「
ク
ラ
ク
フ
蜂
起
モ
デ
ル
」
と
呼
ぶ
。
次
い
で
、

ブ
リ
ュ
ヅ
セ
ル
や
パ
リ
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
亡
命
者
の
動
向
を
追
い
、

状
況
証
拠
を
積
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
ク
ラ
ク
フ
蜂
趨
二
周
年
記
念
日
に

当
た
る
二
月
二
二
日
に
始
ま
っ
た
「
パ
リ
七
月
革
命
」
が
、
こ
の
モ
デ
ル
を

継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
。
さ
ら
に
著
者
は
四
八
年

頃
ら
翌
年
に
か
け
て
の
「
諸
国
民
の
春
」
の
展
開
過
程
の
中
で
啓
蒙
ユ
ダ
ヤ

人
を
含
め
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
「
啓
蒙
革
命
戦
法
」
が
随
所
で
広
範
な
活
動
を

繰
り
広
げ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ク
ラ
ク
フ
蜂
起
か
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命

敗
北
に
至
る
一
連
の
革
命
運
動
を
「
再
生
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
」
・
コ
八
四
〇

年
代
後
半
の
東
欧
主
導
型
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
民
族
の
春
」
と
し
て
把
握
す
べ
き

こ
と
を
提
而
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
広
範
囲
に
わ
た
り
且
つ
豊
富
な
内
容
を
持
つ
本
書
の
特
色

を
あ
え
て
要
約
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
第
一
に
、
本
書
全
体

を
～
算
し
て
貫
い
て
い
る
の
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
国
（
一
民
族
）
史
や
「
西

（
或
は
東
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
」
の
枠
組
を
越
え
て
国
際
関
係
史
的
に
対
象
を
把

握
し
よ
う
と
す
る
強
固
な
意
志
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
上
述
の
よ
う
に
「
啓

蒙
」
概
念
が
時
間
・
空
間
・
問
題
領
域
の
三
次
元
に
わ
た
っ
て
拡
大
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
も
相
ま
っ
て
、
本
書
の
叙
述
の
舞
台
は
巨
大
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
広
大
な
舞
台
の
上
を
国
家
や
民
族
の
枠
を
越
え
て
有
名
・
無
名
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辱

の
多
数
の
人
物
が
縦
横
に
駆
け
め
ぐ
り
、
交
流
し
、
影
響
を
与
え
合
う
さ
ま

は
壮
観
で
あ
る
。
第
二
に
、
従
来
の
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
及
び
ポ
ー
ラ

ン
ド
史
研
究
に
お
い
て
周
縁
的
と
見
な
さ
れ
て
き
た
対
象
に
積
極
的
な
意
味

づ
け
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
「
啓
蒙
」
研
究
一
般
に
関
し
て
は
、
「
ポ

ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
」
の
国
際
的
貢
献
（
時
に
は
そ
の
主
導
的
役
割
）
が
強
調
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
西
欧
中
心
史
観
」
が
批
判
さ
れ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
研

究
に
即
し
て
言
え
ば
、
都
市
民
・
ユ
ダ
ヤ
人
・
外
来
的
要
素
が
重
視
さ
れ
、

「
シ
ュ
ラ
フ
タ
中
心
史
観
」
・
「
入
民
史
観
」
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
第
三
に
、

本
書
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
中
世
・
近
代
史
を
次
の
二
つ
の
観
点
か
ら
再
構
成
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
分
割
に
先
立
つ
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
を
複
合
多
民

族
国
家
と
し
て
捉
え
る
視
点
、
い
ま
ひ
と
つ
は
「
一
四
世
紀
的
伝
統
」
↓
コ

六
世
紀
的
伝
統
」
↓
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
」
↓
「
再
生
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
革
命
」

と
い
う
系
譜
関
係
を
強
調
す
る
視
点
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
視
点
は
、
後
者

の
系
譜
に
含
ま
れ
る
時
期
に
は
複
合
多
民
族
性
を
尊
重
す
る
傾
向
が
強
い
と

み
な
さ
れ
る
点
で
、
連
関
し
て
い
る
。

　
本
書
の
特
徴
を
以
上
の
よ
う
な
も
の
と
捉
え
た
上
で
、
残
さ
れ
た
紙
面
を

借
り
て
、
評
者
の
感
じ
た
疑
問
点
に
触
れ
て
み
た
い
。

三

　
本
書
を
読
み
な
が
ら
評
者
は
、
過
去
の
歴
史
叙
述
の
中
で
不
当
に
軽
視
さ

れ
て
き
た
存
在
に
正
当
な
地
位
を
回
復
せ
ん
と
し
て
熱
っ
ぽ
く
語
ら
れ
る
著

者
の
態
度
に
共
感
を
覚
え
、
ま
た
、
そ
の
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
と
次
々
に
繰
り

出
さ
れ
る
大
胆
な
問
題
提
起
に
驚
嘆
し
つ
つ
も
、
何
度
も
も
ど
か
し
い
思
い

に
と
ら
わ
れ
た
。
こ
の
も
ど
か
し
さ
は
主
と
し
て
本
書
の
独
特
の
論
証
の
手

続
き
に
関
わ
っ
て
い
る
。
著
者
が
個
々
の
思
想
家
・
活
動
家
の
立
場
や
思
想

家
相
互
間
の
影
響
関
係
を
論
ず
る
際
に
手
が
か
り
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
主

と
し
て
人
的
関
係
、
家
系
的
伝
統
、
出
生
地
、
帰
属
す
る
宗
派
と
い
っ
た
要

因
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
特
定
の
人
物
の
世
界
観
や
複
数
の
人
物
間
の

思
想
的
影
響
関
係
を
論
証
す
る
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
要
因
は
必
要
条
件
に
は

な
っ
て
も
、
十
分
条
件
に
は
な
り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
仮
に
二
人
の
人

物
が
干
る
時
干
る
場
所
で
出
会
っ
て
い
る
（
場
合
に
よ
っ
て
は
親
し
く
接
し

て
い
る
）
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
し
て
も
、
両
者
の
間
に
思
想
上
の
一
致
が
存

在
し
た
と
い
う
証
拠
に
は
な
ら
な
い
。
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
状
況
証
拠
の

積
み
重
ね
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
人
物
の
遺
し
た
著
作
や
発
言
の
内
在
的
分

析
と
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
テ
キ
ス
ト
相
互
間
の
比
較
研
究
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
中
で
も
、
例
え
ば
ス
タ
ー
シ
ツ
を
取
り
上
げ
た
第
八
章
で
は
比
較
的

入
念
な
テ
キ
ス
ト
の
検
討
が
行
わ
れ
、
論
証
に
安
定
感
を
与
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
本
書
の
最
大
の
功
績
と
も
い
う
べ
き
大
西
洋
か
ら
ウ
ラ
ル
山
脈

に
ま
た
が
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
の
検
証
に
際
し
て
、
そ
の
よ
う
な

手
続
き
が
常
に
十
分
ふ
ま
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
た
め
、
作
業
仮

説
と
し
て
読
ん
で
い
た
見
解
が
無
考
に
と
っ
て
は
論
証
済
み
の
結
論
で
あ
る

と
知
っ
て
、
読
み
手
は
随
所
で
戸
惑
い
を
覚
え
る
こ
と
に
な
る
。
「
環
大
西

洋
啓
蒙
革
命
」
や
「
東
欧
主
導
型
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
諸
民
族
の
春
」
と
い
っ
た
重

要
な
問
題
提
起
に
関
し
て
も
こ
の
問
題
は
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
ひ
と
つ
だ
け
、
典
型
的
な
ケ
ー
ス
と

し
て
レ
シ
チ
ン
ス
キ
と
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
た
ち
と
の
関
係
を
扱
っ
た
第
三

章
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
が
『
哲
学
書
簡
』
で
ソ
ッ
ツ
ィ

…
二
戸
に
言
及
し
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
し
、
ロ
レ
ー
ヌ
に
レ
シ
チ
ソ
ス

キ
を
訪
ね
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
が
、
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
と
の
交
流
が
『
書

簡
』
執
筆
の
動
機
で
あ
っ
た
と
は
、
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
状
況
証
拠
だ
け
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軍書

か
ら
で
は
納
得
し
難
い
。
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
が
親
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
旧
派
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
い
う
こ
と
は
「
家
系
的
伝
統
」
だ
け
で
は
立
証
し
得
な
い
し
、
ヴ
ォ
ル
テ

ー
ル
自
身
が
『
回
想
録
』
で
描
く
と
こ
ろ
の
イ
エ
ズ
ス
会
神
父
の
虜
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
い
る
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
姿
を
考
え
れ
ば
、
両
者
が
思
想
的
に
ぴ
っ
た
り
重

な
り
合
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
は
む
し
ろ
不
自
然
で
あ
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ

：
と
レ
シ
チ
ン
ス
キ
と
の
関
係
に
し
て
も
、
思
想
上
の
密
接
な
相
互
協
力
を

言
う
の
で
あ
れ
ば
、
前
者
の
『
法
の
精
神
』
と
後
者
の
（
執
筆
と
著
者
の
考

え
て
お
ら
れ
る
）
『
自
由
の
声
』
や
「
王
国
行
政
論
」
の
、
目
次
だ
け
に
と

ど
ま
ら
な
い
よ
り
綿
密
な
内
容
の
比
較
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ル
ソ
ー
と

の
関
係
に
つ
い
て
も
、
著
者
の
引
用
さ
れ
て
い
る
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
へ
の
回

答
」
の
公
的
賛
辞
（
一
六
〇
頁
）
よ
り
も
、
『
告
白
』
に
お
け
る
や
や
皮
肉
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

筆
致
の
方
が
こ
の
思
想
家
の
本
心
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
こ
で
評
者
が
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
こ
の
人
物
が
本
書

の
中
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
内
・
外
二
大
源
流
の
結
合
と
い
う
重
要
な
役
割

を
担
わ
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
重
大

な
役
割
を
特
定
の
「
個
人
」
に
割
り
当
て
る
こ
と
に
無
理
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
逆
様
の
こ
と
は
「
一
六
世
紀
的
伝
統
」
を
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
」
と

い
う
特
定
の
（
し
か
も
数
の
上
で
は
弱
小
な
）
「
セ
ク
ト
」
に
帰
し
て
い
る
点

に
つ
い
て
も
言
え
る
。
個
別
的
な
論
点
の
解
釈
な
ら
と
も
か
く
、
大
き
な
思

潮
の
変
遷
を
論
ず
る
の
で
あ
れ
ば
、
問
題
と
す
べ
き
は
特
定
の
個
人
・
セ
ク

ト
よ
り
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
を
含
ん
だ
諸
勢
力
・
諸
潮
流
の
「
布
置
」
で
あ
ろ

う
。
個
々
の
思
想
家
や
セ
ク
ト
の
活
動
は
彼
ら
が
こ
の
布
置
の
中
で
占
め
る

位
置
に
規
定
さ
れ
て
い
る
し
、
同
一
の
セ
ク
ト
で
も
置
か
れ
て
い
る
布
置
が

変
わ
れ
ば
異
な
っ
た
牲
格
を
帯
び
う
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
に
即
し
て
言
え
ば
、

一
六
世
紀
に
は
コ
ハ
ノ
フ
ス
キ
や
ブ
リ
チ
擢
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
よ
う
に
宗

派
間
の
和
解
を
唱
え
る
媒
介
的
知
識
人
が
存
在
し
た
が
、
反
宗
教
改
革
の
高

揚
期
に
は
こ
の
よ
う
な
調
停
者
は
存
在
し
得
ず
、
宗
派
的
分
裂
が
露
呈
す
る
。

そ
の
緊
張
の
中
で
、
ル
ネ
サ
ン
ス
的
風
土
の
中
で
活
動
を
開
始
し
た
ポ
ー
ラ

ン
ド
兄
弟
団
も
ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
と
並
ん
で
バ
ロ
ッ
ク
文
化
の
重
要
な

一
翼
を
担
う
に
至
る
。
こ
う
し
た
変
化
は
特
定
の
セ
ク
ト
に
常
に
一
定
の
思

想
的
・
文
化
的
傾
向
を
帰
属
さ
せ
よ
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
説
明
で
き

　
④
な
い
。
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
ま
た
、
闘
一
宗
派
内
部
に
存
在
す
る
ニ
ュ
ア

ン
ス
の
相
違
を
見
え
に
く
く
す
る
。
例
え
ば
著
者
は
啓
蒙
期
の
ユ
ダ
ヤ
人
内

部
の
運
動
で
あ
る
「
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
」
と
「
ハ
ス
カ
ラ
ー
」
を
ほ
ぼ
同
質
の

も
の
と
捉
え
て
お
ら
れ
る
が
（
二
六
六
頁
）
、
民
衆
に
基
盤
を
持
ち
宗
教
性
の

深
化
を
屠
指
す
前
者
と
社
会
上
層
部
か
ら
始
ま
り
生
活
の
世
俗
化
を
唱
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

後
者
と
で
は
、
運
動
の
方
向
が
か
な
り
異
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す

れ
ば
、
仮
に
革
命
運
動
に
身
を
投
じ
た
迂
る
人
物
が
「
ユ
ダ
ヤ
系
」
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
彼
が
い
か
な
る
理
念
に
基
づ

き
、
何
を
目
指
し
て
行
動
し
て
い
た
か
は
い
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
あ

る
。　
本
書
の
キ
ー
概
念
の
ひ
と
つ
で
あ
る
コ
六
世
紀
的
伝
統
し
に
は
、
ま
た

別
の
問
題
も
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
著
者
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
祖
型
と
し

て
一
四
世
紀
の
「
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
大
王
の
偉
業
」
と
そ
れ
を
継
承
し
た
コ

六
世
紀
的
伝
統
」
を
挙
げ
ら
れ
、
聞
に
挾
ま
っ
た
一
五
・
一
七
世
紀
を
停
滞

と
不
毛
の
時
代
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
典
型
的
な
「
啓
蒙
史
観
」
で
あ
る
。
ス

タ
ー
シ
ツ
の
発
言
を
出
発
点
と
す
る
以
上
当
然
の
成
行
き
と
も
言
え
る
が
、

叙
述
の
過
程
で
と
も
す
る
と
啓
蒙
期
の
歴
史
像
が
歴
史
の
実
態
と
同
一
視
さ

れ
が
ち
で
あ
る
の
は
気
に
な
る
。
両
者
は
明
確
に
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

啓
蒙
思
想
家
が
｝
般
に
バ
ロ
ッ
ク
文
化
や
サ
ル
マ
テ
ィ
ア
主
義
を
肯
定
的
に
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捉
え
て
い
な
か
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
今
日
の
争
点
か
ら
見
れ
ば
ま
た

違
っ
た
評
価
も
可
能
で
あ
る
。
特
に
バ
ロ
ッ
ク
に
関
し
て
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
で

も
六
〇
年
代
後
半
以
降
研
究
と
再
評
価
が
進
み
、
そ
れ
が
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら

の
後
退
で
は
な
く
独
自
の
様
武
の
達
成
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
文
化
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

研
究
者
の
共
通
の
了
解
事
項
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
啓
蒙
期
以
後
の
ポ

ー
ラ
ン
ド
の
政
治
文
化
を
考
え
る
う
え
で
シ
ュ
ラ
フ
タ
共
和
制
の
歴
史
的
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

産
が
果
た
し
た
役
割
に
は
よ
り
積
極
的
な
側
面
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

実
際
、
第
三
章
ま
で
の
叙
述
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
祖
型
を
非
カ
ト
リ
ッ
ク

的
・
非
シ
ュ
ラ
フ
筆
意
伝
統
に
固
着
さ
せ
過
ぎ
た
結
果
、
第
四
章
以
下
の
啓

蒙
の
「
最
盛
期
」
の
性
格
規
定
（
土
着
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
要
素
の
国
民
的
覚
醒
、

シ
ュ
ラ
フ
タ
や
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職
者
の
指
導
性
）
と
齪
灘
を
き
た
し
て
い
る

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
と
も
関
わ
る
が
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
大
胆
な
読
み
直
し
を
意

図
す
る
本
書
は
、
果
し
て
従
来
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
の
「
啓
蒙
」
研
究
と

異
な
る
新
た
な
「
啓
蒙
」
像
を
提
示
し
得
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点

で
著
者
が
「
啓
蒙
」
概
念
を
規
定
す
る
際
に
カ
ン
ト
の
定
義
に
依
拠
し
て
い

る
こ
と
（
一
頁
）
は
評
点
に
と
っ
て
は
些
か
残
念
で
あ
っ
た
。
悟
性
の
使
用

に
よ
っ
て
「
未
成
年
状
態
」
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を
「
啓
蒙
」
と
呼
ぶ
こ
の

発
想
は
、
な
る
ほ
ど
当
時
の
「
啓
蒙
」
観
の
一
面
を
端
的
に
示
し
て
い
る
し
、

後
世
の
人
々
の
「
啓
蒙
期
」
像
に
及
ぼ
し
た
影
響
も
大
き
い
。
し
か
し
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
の
啓
蒙
主
義
者
が
直
面
し
て
い
た
問
題
は
果
し
て
カ
ン
ト
の
抱
え

て
い
た
問
題
と
同
一
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
そ
れ
こ
そ
が
間
わ
れ

る
べ
き
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
「
啓
蒙
」
が
究
極
的
に
は

「
無
園
籍
」
的
な
「
普
遍
性
」
を
目
指
す
理
念
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の

個
々
の
担
い
手
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
歴
史
的
環
境
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
。

敢
え
て
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
」
の
側
か
ら
「
啓
蒙
」
研
究
一
般
に
問
題
提
起

を
す
る
意
味
は
、
従
来
支
配
的
で
あ
っ
た
「
啓
蒙
」
観
の
「
普
遍
性
」
を
自

明
の
前
提
と
し
た
う
え
で
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
」
の
先
駆
性
や
限
界
を
指
摘

す
る
こ
と
に
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
「
普
遍
性
」
を
前
提
と
す
る
が
ゆ
え
に

見
過
ご
さ
れ
て
き
た
側
面
に
光
を
当
て
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
歴
史
的
「
啓
蒙
」

像
を
構
築
す
る
こ
と
に
こ
そ
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
ジ
ス
ワ
フ

・
リ
ベ
ラ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
「
啓
蒙
」
研
究
を
展
望
し
た
論
考
の
中
で
、
ホ
ル

ク
ハ
イ
マ
ー
／
ア
ド
ル
ノ
の
「
啓
蒙
」
批
判
を
も
ふ
ま
え
な
が
ら
、
研
究
老

の
間
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
「
啓
蒙
」
の
多
面
性
と
内
的
葛
藤
の
様
相
が
認
識
さ
れ

始
め
、
そ
こ
か
ら
「
啓
蒙
的
サ
ル
マ
テ
イ
ズ
ム
」
や
「
カ
ト
リ
ッ
ク
啓
蒙
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
い
っ
た
新
た
な
概
念
梅
町
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
や
シ
ュ
ラ
フ
タ
文
化
の
遺
産
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
「
啓

蒙
」
の
「
限
界
性
」
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
そ
の
よ
う
な
要
素

を
不
可
分
の
も
の
と
し
て
含
み
な
が
ら
展
開
し
て
い
っ
た
点
に
ポ
ー
ラ
ン
ド

「
啓
蒙
」
の
独
自
性
を
探
求
し
て
い
こ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
啓
蒙
」
像
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
の
一
つ
の
方
向
が
そ
こ
に
示

さ
れ
て
い
る
と
評
者
は
思
う
の
だ
が
、
著
者
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
か
。

四

　
以
上
、
評
者
の
気
付
い
た
点
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
本
書
の
内
容
が
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
の
に
対
し
評
者
自
身
の
能
力
は
限
ら
れ
て
お
り
、
す
べ

て
の
論
点
に
言
及
す
る
こ
と
は
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
論
評
が
本
書
の

前
半
部
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
同
時
に
、
本
書
に
は
評
者
の

内
容
紹
介
で
は
洩
れ
落
ち
て
い
る
独
自
な
見
解
も
数
多
く
提
起
さ
れ
て
い
る
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こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　
細
部
に
様
々
な
闇
題
を
抱
え
て
い
る
に
せ
よ
、
本
書
が
従
来
の
我
が
国
の

西
洋
史
研
究
に
お
い
て
十
分
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
広
大
な
人
的
・
知
的

交
流
の
存
在
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ

と
の
意
義
は
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
「
ポ

ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
」
を
足
場
に
し
て
初
め
て
見
え
て
来
る
風
景
な
の
で
あ
る
。

著
者
の
切
り
拓
か
れ
た
地
平
に
は
豊
か
な
鉱
脈
が
数
多
く
眠
っ
て
い
る
。
今

後
そ
れ
を
よ
り
実
証
的
な
手
続
き
に
よ
っ
て
掘
り
起
こ
し
て
い
く
こ
と
こ
そ

が
後
進
の
務
め
で
あ
り
、
ま
た
著
者
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
長
年
の
労
苦

に
報
い
る
道
で
あ
る
と
信
じ
て
、
敢
え
て
浅
学
の
身
を
省
み
ず
に
筆
を
執
ら

せ
て
い
た
だ
い
た
。
多
々
あ
る
で
あ
ろ
う
誤
読
・
誤
解
や
的
は
ず
れ
の
論
評

に
関
し
て
は
、
著
者
及
び
読
者
の
方
々
の
御
寛
容
を
乞
う
ぽ
か
り
で
あ
る
。

①
レ
シ
チ
ン
ス
キ
家
が
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
は
三
位
一
体
の
教
義
を
否

　
定
し
な
い
ボ
ヘ
ミ
ア
兄
弟
団
で
あ
り
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
三
身
は
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
派

　
に
批
判
的
な
発
言
を
し
て
い
る
。
旨
8
欝
三
び
・
ミ
亀
ミ
ミ
計
窺
き
ミ
ド
三
碧
ω
鶏
’
毒

　
お
“
押
6
。
●
g
◎
メ

②
　
『
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
回
懇
録
』
（
福
田
忠
恕
訳
）
、
大
修
館
霧
店
、
一
九
八
九
年
、

　
七
｝
一
七
四
頁
。

⑧
ル
ソ
ー
『
告
白
』
（
桑
原
武
夫
訳
）
、
中
、
岩
波
文
庫
、
㏄
九
六
五
年
、
一
四
一

　
頁
。

④
H
．
R
・
ト
レ
ヴ
ァ
ー
”
ロ
ー
パ
i
「
啓
蒙
主
義
の
察
教
的
起
源
」
（
同
『
宗
教

　
改
革
と
社
会
変
動
』
（
小
川
晃
一
・
石
坂
昭
雄
・
荒
木
俊
夫
訳
）
、
朱
来
社
、
一
九

　
七
八
年
所
収
）
は
著
者
と
岡
様
の
問
題
を
扱
い
、
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
三
に
も
言
及
し

　
て
い
る
が
、
特
定
の
セ
ク
ト
に
で
は
な
く
、
各
宗
派
・
教
会
内
で
異
端
的
な
位
置

　
を
占
め
る
者
に
啓
蒙
主
義
の
起
源
の
担
い
手
を
見
い
だ
し
て
い
る
点
が
著
者
と
は

　
異
な
る
。
同
書
、
一
陣
予
算
参
照
。
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